  装粧品卸売業

販売状況は、オリジナリティのある商品は比較的堅調な動きとなっているが、定番商品は低価格化の進行で低迷しており、リーマンショック後の低迷状況は脱したものの総じて伸び悩んでいる。
収益状況は、商品価格の低価格化の進行によって利幅が縮小しており、低下傾向にある。
　今後、低価格商品を求める動きが強まり、販売の伸び悩みが懸念される。これに対し、自社企画商品や独自性の高い商品の仕入れが可能な企業が、今後とも販売を増加させるとみられる。

　業界概要

　装粧品とは、和装小物、化粧用具、袋物、ブラシ類、手芸縫製用品、美容用品、ヘアアクセサリーといった雑貨類が主であるとされてきたが、卸売業が取り扱う商品は現在では、これら定番品から、婦人・紳士肌着、履物、衣料品、服飾雑貨、宝石・貴金属、ファッション雑貨、ファンシー商品、文房具などへと多様化している。
かつてはメーカー及び卸売業が明確に区分されていた。しかし、取扱商品が増えるにつれて、メーカーが量販店や大手雑貨店へ関連会社を通じて直接納入するなど卸売機能を持つようになり、卸売側も簡単な加工や商品企画まで行う企業も出てきており、両者の区分はあいまいになっている。
　大阪の地位

大阪府における「その他の衣服・身の回り品卸売業」の事業所数は983、従業者数は12,270人、年間商品販売額は7,555億円となっており、全国に占める大阪府の地位は、それぞれ16.4％、19.6％、27.2％と東京都に次ぐ規模となっている（経済産業省『平成19年商業統計表』）。（大阪府『平成19年大阪の商業』）。
なお、府内の業界団体である大阪装粧品協同組合の組合員数は、22年７月現在で90となっている。
　販売は伸び悩み
　販売状況をみると、キャラクターグッズ、ファンシーグッズ、デザイン性が高いものやキャラクターを付加した文具などオリジナリティのある商品は比較的堅調な動きとなっている。一方、和雑貨、ブラシ、ポーチ、服飾品、アクセサリーなどの定番商品は低価格化の進行で低迷しており、リーマンショック後の低迷状況は脱したものの、総じて伸び悩んでいる。また、企業間の格差も拡大している。
かつて、装粧品は女性が日常使う生活必需品として、需要は安定していた。しかし、この業界にも低価格志向の波が押し寄せており、定番商品は価格下落が続き、販売は伸び悩んでいる。一方で、人気キャラクターが付加された商品や独自性の高い商品は、堅調に推移している。このため各企業は、キャラクターグッズや独自性の高い新商品の仕入れに努め、販売増加に努めている。ただ、これらの商品は消費者の嗜好や感性に左右される部分が大きく、デザインや機能、付加されるキャラクターの違いによって各企業の販売には差が出ている。

一部企業では、人気キャラクターを確保し、さらにデザインなどで独自性のある商品を自社で企画するなどして消費者の感性を捉え、販売を大幅に増加させている。その一方で、キャラクター商品を仕入れているにもかかわらず、販売が伸び悩んでいる企業も数多くみられる。

収益は低下傾向
販売商品は低価格化の進行によって利幅が縮小しており、収益は低下傾向にある。このため、多くの企業で、販売価格を自社で設定でき、利益率が高い自社企画商品へのシフトを計画しているが、対応できる人材が不足しており、実際に自社企画商品の販売増加を達成している企業は少ない。

業界団体が中心となり輸出支援
長期的に国内需要は縮小傾向にあり、このままではじり貧に陥る可能性もある。一方、日本の装粧品はデザインや品質で優れており、一部の企業は既に輸出を開始しており成果をあげている。このため、業界団体は23年に開催される香港ギフト＆プレミアムフェアに、日本企業ブースを設けることとした。具体的には、業界団体の傘下企業を中心に20社程度が、中国を中心とした海外バイヤーとの商談会を実施する予定である。この出展によって、日本の装粧品の海外での認知度が高まることが期待される。

　今後の見通し

消費者の低価格志向は強く、販売の伸び悩みが懸念される。これに対し、流行をキャッチし、自社企画商品や独自性の高い商品の仕入れなどで、消費者のニーズを満たす企業が、今後とも販売を増加させるとみられる。
（柴田　昌宏）
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